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第１節 基本理念 

 

 藤岡市のこれまでの高齢者保健福祉に関する取組や本計画策定の趣旨、今後の

課題などから、「地域共生社会、共に歩む未来」を基本理念とします。 

  

 

 

 

 

ま 

 

 

 

 

この基本理念に沿って施策を推進するため、３つの視点を設定します。 

 

◯ 支え合う共生社会を実現するために 

あらゆる世代の交流や世代間のスキルの共有を通じて、コミュニティでの

協力と協働により、人と人のつながりを大切にしながら支え合う社会を目指

します。 

 

 

◯ 住み慣れた地域で暮らし続けるために 

高齢者が愛着を持つ地域で充実した生活を続けられるよう、地域住民と連

携して、切れ目のない包括的な支援ができる社会を目指します。 

 

 

◯ 健康でいきいきと活躍するために 

高齢者が健康で充実した生活を送り、地域社会に貢献できるよう地域住民

主体の活躍の場を広げ、生きがいをもって健康で過ごせる社会を目指します。 

 

 

 

 

 

 

基本理念 
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第２節 基本施策 

 

将来を見据えた地域包括ケアシステムの構築・推進 

 

地域包括ケアシステムとは、地域の実情に応じて、高齢者が、可能な限り住み慣れ

た地域で、自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、医療・介護・

介護予防・住まい・生活支援が一体的に提供される体制のことで、介護保険制度の理

念である「利用者本位、高齢者の自立支援、利用者による選択（自己決定）」に基づく

自立支援の仕組みが構築されている地域の姿です。    

 

                         資料：厚生労働省資料 

地域包括ケアシステムの構築には、自助・互助・共助・公助の視点から、住民、

関係機関及び行政がそれぞれの役割を理解し、連携していくことが不可欠です。

そして、これらが持続的に機能していくためには、支える側、支えられる側が一

体となり活動することや、その地域にある組織や団体の枠組みを超えて、社会全

体で連携して地域課題を考えていく地域づくりが重要となります。 

地域包括ケアシステムは、高齢者だけの問題ではなく、育児、障害、貧困、さ

らには育児と介護に同時に直面する家庭等、複合化、複雑化する福祉ニーズにも

関係します。 

子ども、高齢者、障がい者等の全ての人々が地域、暮らし、生きがいを共に創

り、高め合うことができる地域共生社会の実現のため、地域包括ケアシステムに

おける協働・連携等を推進します。 
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第３節 基本目標 

 

 基本施策の実現に向けた４つの施策を、基本目標と位置付けます。 

 

［１］安心・安全なまちづくりの推進 

住み慣れた地域で暮らしていくために、高齢者が安心して生活できるよう、

居住環境の整備、防犯・防災対策の整備に配慮し、誰もが暮らしやすく、活

動しやすいまちづくり基盤の整備を推進します。 

 

［２］生きがいと健康づくりの推進 

高齢者が充実した生活を送り、健康で過ごすために、高齢者自身が地域社

会の一員として積極的に社会参加できる長寿社会の実現を目指します。健康

寿命日本一を目指すために、「自らの健康は自ら守る」という意識を高め、市

民が主体的に健康づくりに取り組める環境整備に努めます。 

 

［３］介護予防と自立支援 

高齢者が健康で自立的な生活を続けられるよう、住民の自助・互助・共助

による取組が促進される地域づくりを支援し、地域の特性を生かしながら住

民と協働して介護予防を推進します。在宅生活の基盤となる地域包括ケアシ

ステムの構築に取り組むとともに、自立支援・重度化防止のため、リハビリ

テーション専門職の関与を広く促進します。 

 

［４］介護保険給付費 

    介護保険給付費が増大する中で、高齢者の介護ニーズに応じた適切なサー

ビスを提供できるよう介護保険給付の適正化を推進するとともに、適切な介護

認定を行い、持続可能な介護保険制度の安定的な運営を目指します。介護保険

に係る情報の提供体制や相談体制を一層整備し、高齢者への介護サービスの品

質向上に努めます。 



第４節　基本施策を実現するための体系

〔１〕住環境整備の推進

〔２〕交通環境の整備

〔３〕災害時における体制の強化

〔４〕消費者被害防止対策の強化

〔１〕地域コミュニティの活性化

〔２〕世代間交流の活性化

〔３〕地域に残る歴史・文化の継承

〔１〕老人福祉センター（元気サポートセンターふじの花）

〔２〕シルバー人材センター

〔３〕老人クラブ

〔４〕居場所の拡充

〔５〕生涯学習の推進

〔１〕スポーツ教室・スポーツ大会

〔２〕健康づくりと疾病予防

〔１〕地域支援事業の目的

〔２〕地域支援事業の展開

〔３〕地域支援事業の財源

〔４〕地域支援事業の内容

〔５〕地域支援事業の実績と見込み

〔１〕高齢者自立センター運営事業

〔２〕ミニデイサービス事業

〔３〕筋力トレーニング教室

〔４〕生涯現役塾

〔５〕アクティブシニア運動塾について

〔６〕高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施について

〔１〕配食サービス事業

〔２〕在宅高齢者理美容サービス事業

〔３〕在宅高齢者等日常生活用具給付等事業

〔４〕在宅ひとり暮らし高齢者等緊急通報体制整備業

〔１〕在宅ねたきり高齢者等介護慰労金事業

〔２〕在宅高齢者紙おむつ給付事業

〔３〕高齢者生活支援短期入所事業

〔４〕徘徊高齢者支援給付事業

〔１〕地域包括支援センターの運営

〔２〕在宅介護支援センター事業

〔３〕高齢者虐待防止対策

〔４〕地域ケア会議

〔５〕在宅医療・介護連携推進事業

〔６〕生活支援体制整備事業

〔７〕地域共生社会の実現に向けて

〔１〕普及啓発・本人発信支援

〔２〕予防

〔３〕医療・ケア・介護サービス・介護者等への支援

〔４〕認知症バリアフリーの推進・若年性認知症への支援・社会参加支援

 生きがい活動の推進

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
と
推
進

 将来を見据えた地域包括ケアシステムの構築

 地域支援事業の概要

 心身の健康維持

認知症施策の推進
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 住環境と都市機能の整備 安心・安全な
 まちづくりの推進

 生活支援事業の充実

 家族支援事業の充実

 介護予防事業の推進

介護予防と
　　　　　自立支援

 地域のつながりの強化

生きがいと
健康づくりの推進
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〔１〕基本的な考え方

〔２〕これまでの介護保険制度改正

〔１〕費用負担の仕組み

〔２〕財源構成

〔１〕介護保険事業の見込量推計と保険料

      設定の流れ

〔２〕被保険者数の見込み

〔３〕要支援・要介護認定者数の見込み

〔４〕介護保険サービス利用者数の見込み

〔１〕総給付費

〔２〕標準給付費

〔３〕地域支援事業費

〔４〕総事業費

〔１〕第１号被保険者の保険料負担割合

〔２〕調整交付金

〔３〕介護給付費準備基金

〔４〕財政安定化基金

〔５〕保険料の所得段階別設定

〔６〕保険料基準額の算定

〔７〕第１号被保険者の介護保険料

〔８〕介護保険料の推移

〔１〕適正化の考え方

〔２〕主要３事業

〔３〕主要３事業以外の適正化事業

〔１〕介護サービス事業所の指導監督

〔２〕災害・感染症対策に係る体制整備

〔３〕介護人材の確保及び業務効率化の取組強化

 介護保険事業計画の考え方

 第８期介護保険事業計画の
 運営状況

 介護保険事業の見込み

 介護保険給付費の見込み

 第１号被保険者の介護保険料

 介護保険の費用負担

安定した介護保険サービスの
体制づくり

〔１〕利用料での対応

 要介護状態の維持・改善状況

 低所得者への対応

 介護給付適正化

介護保険事業計画
（介護保険給付費）
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